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（百万円未満切捨て） 
１．平成23年９月期第３四半期の業績（平成22年10月１日～平成23年６月30日） 
（１）経営成績（累計）                                                       （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年９月期第３四半期 4,142 △8.0 62 △73.4 62 △72.5 40 △80.3
22年９月期第３四半期 4,504 8.4 235 89.8 228 101.0 207 －

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期純利益

 円  銭 円 銭

23年９月期第３四半期 283.83 － 
22年９月期第３四半期 1,443.68 － 

 
（２）財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭

23年９月期第３四半期 2,387 1,423 59.6 9,858.69
22年９月期 2,337 1,372 58.7 9,546.45

（参考）自己資本    23年９月期第３四半期 1,423百万円       22年９月期 1,372百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金 
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年９月期 － 0.00 － 0.00 0.00
23年９月期 － 0.00 －  

23年９月期 
(予想) 

 0.00 0.00

（注）当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

 
３．平成23年９月期の業績予想（平成22年10月１日～平成23年９月30日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭

通  期 5,059 △13.1 189 △7.1 195 △0.5 170 △17.8 1,179.20

（注）当四半期における業績予想の修正有無 ：無 

 



 

４．その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ．３「その他」をご覧ください。） 
 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 
 

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 

② ①以外の変更 ：無 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処

理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
 
 

（３）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年９月期３Ｑ 144,366株 22年９月期 143,766株

② 期末自己株式数 23年９月期３Ｑ －株 22年９月期 －株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年９月期３Ｑ 144,190株 22年９月期３Ｑ 143,595株

 
 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信

の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係
る本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる
結果となる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想の利用にあたっての注意事項等につき
ましては、添付資料の３ページ「１、当四半期の業績等に関する定性的情報（３）業績予想に関する定性的情
報」を参照してください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当社は、前期末で外食事業、卸売事業から実質撤退し製造小売事業に全ての経営資源を注力し今年度は、「本気

力」を経営方針に、本気の販売、本気のものづくり、本気の無駄の削減を推し進めております。 

 当四半期のテーマは、「本気の販売」による売上拡大と「本気の無駄の削減」による販管費の低減を推し進める

ことにより、結果として利益を確保することを課題に取り組んでまいりました。 

 まず、売上を拡大するために顧客数増加に努めました。特に店舗においては開店から３時間位迄に来店する顧客

は固定顧客の比率が高く単価も高いため、来店頻度向上を目的に曜日限定・数量限定等の商品によるイベント感の

演出及び豆腐・油揚の値頃感を重視した「得の市」を強化しました。結果、同時間帯の顧客数は第２四半期会計期

間と比較して104％となり、１店舗当りの日販は同105％となりました。 

 また、出店につきましては、既存店舗の生産性向上を目的としたマネージャーシステムのうち、店舗指導及び発

注精度を更に向上させることを優先し物件選別をより強化した結果、藤沢店、北浦和店、中野ブロードウェイ店の

３店舗の出店となりました。 

 商品開発につきましては、引き続き顧客の来店頻度向上をテーマに曜日・期間限定の新商品を中心に集客効果が

見込める商品を開発・販売しました。その中でもロングセラー商品の「もっちり玉」「とうふボール」の新商品に

加えて、「とうふつくね棒」についても固定客が増加したため毎月シリーズ化し顧客数増加に貢献しました。 

 これらの結果、売上高は計画を上回ることができました。 

 また、販管費につきましては、今年度推進している本気の無駄の削減を継続しているため、売上増加に伴い運賃

等の変動費は増加しましたが、人件費を含めた固定費部分につきましては、ほぼ計画通りとなりました。ただし、

１人当たりの生産性は社員数の増加が要因となり第２四半期会計期間と比較して売上高ベースで98％となりまし

た。 

 一方で、利益につきましては、豆腐・揚げ物類等の工場製品の売上高及び生産数量は拡大したものの、顧客数増

加を目的とし値頃感を重視した「得の市」等のイベントでの販売が増加したため、売上総利益率については第２四

半期会計期間とほぼ同様に推移しました。加えて、自社工場製品と比較して利益率が低い協力工場の商品販売が売

上増加に貢献したことが要因となり、売上総利益率が計画を下回ることとなりました。その結果、営業利益率は計

画を1.7ポイント下回ることとなりました。 

 以上の結果、当第３四半期会計期間の売上高は 千円（前年同四半期比8.2%減）、営業利益は 千

円（前年同四半期比51.0％減）、経常利益は 千円（前年同四半期比49.8％減）、四半期純利益は 千円

（前年同四半期比53.3％減）となりました。 

  

 なお、当第３四半期会計期間の出店状況は、次のとおりであります。 

（注）１．外食事業につきましては、店舗数が減少したことから第１四半期会計期間より出店状況から除外してお

ります。なお、当第３四半期末における外食事業の店舗数は６店舗です。 

   ２．従来工場直売所のＦＣ店に区分していたものは、当社商品の販路としてより緩やかな関係の加盟店の位

置づけに変化しているところから、表示を「工場直売所（加盟店）」に変更しております。 

  

 なお、平成23年９月期第１四半期及び第２四半期に係る経営成績に関する定性的情報については、平成23年９月

期第１四半期決算短信（平成23年１月31日開示）及び第２四半期決算短信（平成23年４月28日開示）をご参照くだ

さい。 

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報

1,535,471 53,930

54,292 45,428

  
第２四半期末 

店舗数 
増加 減少 

当第３四半期末

店舗数 

小売事業  工場直売所（直営店）   70  3  －  73

その他事業  工場直売所（加盟店）   108  7  2  113

合計  178  10  2  186
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（２）財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

（資産）  

 当第３四半期会計期間末における資産の残高は、前事業年度末と比較して 千円増加し 千円とな

りました。主な要因は、現金及び預金が 千円増加した一方、売掛金が 千円減少及び有形固定資産が

千円減少したこと等によるものであります。 

（負債）  

 当第３四半期会計期間末における負債の残高は、前事業年度末と比較して 千円減少し 千円となりまし

た。主な要因は、買掛金が 千円増加した一方、リース債務合計が 千円減少及び未払金が 千円

減少したこと等によるものであります。 

（純資産）  

 当第３四半期会計期間末における純資産の残高は、前事業年度末と比較して 千円増加し 千円と

なりました。これは利益剰余金の増加 千円と、資本金及び資本剰余金がそれぞれ 千円増加したことに

よるものであります。   

  

② キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度と比較して

千円増加し 千円となりました。 

 当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は、 千円（前年同四半期は 千円の収入）となりました。これは主

に、増加要因として税引前四半期純利益 千円、減価償却費及びその他の償却費 千円、売上債権の減

少額 千円及び仕入債務の増加額 千円、減少要因として未払金の減少額 千円等によるもので

あります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、 千円（前年同四半期は 千円の支出）となりました。これは主

に、有形固定資産の売却による収入 千円、有形固定資産の取得による支出 千円及び敷金及び保証金

の差入による支出 千円等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は、 千円（前年同四半期は 千円の支出）となりました。これはリー

ス債務の返済による支出 千円及び株式の発行による収入 千円によるものであります。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 当事業年度において、当社は前期末まで選択と集中を実行し取り組んできた製造小売事業に全ての経営資源を注

力し事業を推し進めております。当四半期は、前四半期同様に「本気の販売」による売上拡大と「本気の無駄の削

減」による販管費の低減を推し進めることにより、結果として利益を確保することに努めました。今後はマネージ

ャーシステムのうち、店舗指導及び発注精度を高め比較的利益率の高い商品の販売強化に努めることにより、利益

率は向上すると見込んでおります。 

 従って、平成23年９月期通期の業績予想につきましては、平成22年11月10日付の発表と変更ございません。  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計基準等の改正に伴う変更 

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これにより、当第３四半期累計期間の税引前四半期純利益が810千円減少しております。また、当会計基準等

の適用開始による資産除去債務の変動額は810千円であります。 

50,352 2,387,746

222,864 101,839

110,659

451 964,487

134,039 56,058 46,761

50,803 1,423,259

40,925 4,939

222,864 269,316

314,228 545,773

60,650 132,185

101,707 134,039 55,111

45,181 144,463

32,664 39,289

46,135

46,180 448,641

56,058 9,878

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成23年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 269,316 46,451

売掛金 144,355 246,194

商品及び製品 72,711 63,596

原材料及び貯蔵品 103,756 82,930

繰延税金資産 64,263 64,263

その他 56,582 84,130

貸倒引当金 △1,860 △15,790

流動資産合計 709,124 571,776

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 228,734 251,084

構築物（純額） 21,935 24,794

機械及び装置（純額） 280,379 322,360

工具、器具及び備品（純額） 82,982 94,969

土地 675,286 692,883

その他（純額） 685 14,571

有形固定資産合計 1,290,004 1,400,663

無形固定資産 5,725 3,181

投資その他の資産   

投資有価証券 120,205 120,205

繰延税金資産 7,720 7,720

敷金及び保証金 217,760 194,066

その他 48,646 42,371

貸倒引当金 △11,440 △2,591

投資その他の資産合計 382,892 361,772

固定資産合計 1,678,621 1,765,617

資産合計 2,387,746 2,337,394
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成23年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 607,587 473,547

リース債務 65,474 73,843

未払金 100,327 147,088

未払費用 77,690 88,585

未払法人税等 23,389 36,466

株主優待引当金 793 8,700

その他 6,272 5,897

流動負債合計 881,536 834,130

固定負債   

リース債務 82,951 130,641

その他 － 167

固定負債合計 82,951 130,809

負債合計 964,487 964,939

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,715,805 2,710,865

資本剰余金 2,616,490 2,611,551

利益剰余金 △3,909,036 △3,949,961

株主資本合計 1,423,259 1,372,455

純資産合計 1,423,259 1,372,455

負債純資産合計 2,387,746 2,337,394
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 4,504,370 4,142,674

売上原価 2,645,820 2,695,857

売上総利益 1,858,550 1,446,817

販売費及び一般管理費 1,623,149 1,384,245

営業利益 235,400 62,571

営業外収益   

受取利息 2,304 1,942

受取賃貸料 3,220 －

受取保証料 － 4,500

その他 3,479 3,202

営業外収益合計 9,004 9,644

営業外費用   

支払利息 2,774 －

為替差損 2,550 14

租税公課 4,622 5,224

その他 5,957 4,093

営業外費用合計 15,905 9,332

経常利益 228,499 62,884

特別利益   

固定資産売却益 9,247 7,135

貸倒引当金戻入額 3,579 －

その他 － 1,020

特別利益合計 12,827 8,155

特別損失   

減損損失 1,490 －

災害による損失 － 4,973

固定資産除却損 － 3,499

投資有価証券評価損 10,000 －

店舗閉鎖損失 3,464 1,041

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 810

その他 217 65

特別損失合計 15,172 10,388

税引前四半期純利益 226,154 60,650

法人税、住民税及び事業税 18,849 19,725

法人税等合計 18,849 19,725

四半期純利益 207,305 40,925
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（第３四半期会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期会計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第３四半期会計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 1,673,424 1,535,471

売上原価 986,014 997,174

売上総利益 687,409 538,296

販売費及び一般管理費 577,428 484,365

営業利益 109,981 53,930

営業外収益   

受取利息 741 632

受取賃貸料 700 －

受取保証料 － 1,500

助成金収入 － 1,138

その他 636 569

営業外収益合計 2,077 3,839

営業外費用   

支払利息 443 －

為替差損 241 87

租税公課 1,874 1,418

その他 1,312 1,971

営業外費用合計 3,872 3,477

経常利益 108,186 54,292

特別利益   

固定資産売却益 9,221 －

貸倒引当金戻入額 270 1,078

その他 － 225

特別利益合計 9,491 1,303

特別損失   

減損損失 1,490 －

固定資産除却損 － 3,136

投資有価証券評価損 10,000 －

店舗閉鎖損失 2,043 175

その他 43 －

特別損失合計 13,578 3,311

税引前四半期純利益 104,100 52,285

法人税、住民税及び事業税 6,746 6,856

法人税等合計 6,746 6,856

四半期純利益 97,353 45,428
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 226,154 60,650

減価償却費及びその他の償却費 156,302 132,185

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,002 1,154

受取利息及び受取配当金 △2,304 △1,942

支払利息 2,774 －

為替差損益（△は益） 2,550 14

固定資産売却損益（△は益） △9,078 △7,069

固定資産除却損 － 3,499

減損損失 1,490 －

投資有価証券評価損益（△は益） 10,000 －

店舗閉鎖損失 3,464 1,041

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 810

売上債権の増減額（△は増加） 19,505 101,707

たな卸資産の増減額（△は増加） △61,277 △29,941

仕入債務の増減額（△は減少） 221,562 134,039

未払金の増減額（△は減少） 2,914 △55,111

未払消費税等の増減額（△は減少） △20,389 △6,553

その他 12,122 3,426

小計 568,794 337,909

利息及び配当金の受取額 1,670 1,357

利息の支払額 △2,976 －

法人税等の支払額 △21,714 △25,038

営業活動によるキャッシュ・フロー 545,773 314,228

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △80,809 △39,289

有形固定資産の売却による収入 19,697 32,664

無形固定資産の取得による支出 － △5,107

関係会社株式の取得による支出 △10,775 －

貸付金の回収による収入 13,566 3,060

敷金及び保証金の差入による支出 △87,461 △46,135

敷金及び保証金の回収による収入 9,177 14,285

その他 △7,859 △4,657

投資活動によるキャッシュ・フロー △144,463 △45,181

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △202,461 －

転換社債型新株予約権付社債の償還による支出 △200,000 －

リース債務の返済による支出 △56,058 △56,058

株式の発行による収入 9,878 9,878

財務活動によるキャッシュ・フロー △448,641 △46,180

現金及び現金同等物に係る換算差額 106 △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △47,225 222,864

現金及び現金同等物の期首残高 211,994 46,451

現金及び現金同等物の四半期末残高 164,769 269,316
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当第３四半期累計期間（自 平成22年10月１日 至 平成23年６月30日） 

 該当事項はありません。 

（セグメント情報） 

１．報告セグメントの概要  

当第３四半期累計期間（自平成22年10月１日 至平成23年６月30日） 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、「三代目茂蔵」工場直売所の直営店による小売事業を中心に事業活動を展開しております。従いまし

て、当社は、「小売事業」及び「その他事業」の２区分を報告セグメントとしております。なお、「その他事業」

は、小売加盟店及び業務用得意先への卸売事業であります。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第３四半期累計期間（自平成22年10月１日 至平成23年６月30日）        （単位：千円） 

（注）１．セグメント損益の調整額△209,668千円は各報告セグメントには配賦していない全社費用でありま

す。全社費用は報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント損益は四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

   

（追加情報） 

第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

報告セグメント
調整額 
（注１） 

四半期 
損益計算書 
計上額 
（注２） 

小売事業 その他事業 計

売上高           

外部顧客への売上高  3,575,241  567,433  4,142,674  -  4,142,674

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 -  -  -  -  -

計  3,575,241  567,433  4,142,674  -  4,142,674

セグメント利益又は損失（△）  196,197  76,042  272,240  △209,668  62,571

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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